
令和７年 11 月現地情報 

糸魚川駐在 

～ズワイガニ漁の解禁～ 

 

上越地区のズワイガニ漁が11月６日に解禁されました。ズワイガニ漁は法律で９月

まで禁漁となっていますが、上越地区では資源保護等のため11月５日まで自主的に禁

漁しています。 

解禁日の６日は例年になく穏やかな天気で、漁船からの荷揚げ風景やカニの網外し

作業など、港で活気のある様子が見受けられました。水揚げされたカニは、その後セ

リにかけられ、好漁に大いに賑わいました（図1）。今日のような好漁が続き、地域

が発展していけば良いと思いながら、荷捌きや市場の様子を見学させて頂きました。 

新潟県と新潟越後広域水産業再生委員会は、たくさん水揚げされるズワイガニの中

でも厳しい基準をクリアした高品質なものを「越後本ズワイ」としてブランド化して

います。その数はおよそ100匹に1匹とも言われ、身がぎっしりと詰まった良質なカニ

と謳われています。糸魚川市内の飲食店内にもポスターが張られており、越後本ズワ

イを身近に感じるとともに、その知名度が年々向上していることを実感しました（図

2）。機会があれば、皆さんも是非ご賞味ください。 

 

  
図 1 市場に並べられたズワイガニ 図 2 飲食店に飾られた越後本ズワイのポスター 







令和７年 11 月現地情報 

佐渡駐在 

～2025 年佐渡さかなまつりが開催されました～ 

  

令和７年 11 月９日（日）に佐渡魚市場で 2025 年佐渡さかなまつりが開催されました。 

佐渡さかなまつりは佐渡における最大規模の水産イベントで、島内の水産関係団体がそ

れぞれの特色を生かした即売コーナーを出店し、鮮魚や水産物を使った料理・加工品を販

売しました。その他にも魚の詰め放題や素人セリ、活魚ふれあいコーナーなどの催し物が

開催され、多くの人でにぎわいました。 

漁業士会の出店ブースでは、鮮魚が販売されたほか、イカ焼き、タコ飯、カニの甲羅焼

きなどが屋台で販売され、佐渡駐在ではこれら取組の支援を行いました。鮮魚も屋台も大

人気で午前中のうちに全部売り切ることができました。 

このようなイベントの開催により、佐渡産水産物の知名度向上や消費拡大につながるこ

とを期待しております。 

 

漁業士会販売（屋台）ブース 漁業士会（鮮魚）ブース 

素人セリ さかなまつりの様子 


